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　This paper is positioned as my first attempt what try to pursue and survay the cultural influence cause of 
large scale heavy industrial development in bay area.  Also, in this article, I have been aimed at delineating 
the historical landscape and various human life in bay area including the hinter land of CHIBA-SHIMOUSA. 
１．研究目的
　１９５０年からの３０年間で、「京葉臨海工業地帯」
を築くべく進められた千葉県内湾の埋立てがほぼ完了
し、その急激な埋立開発によって下総の漁業が壊滅的打
撃を受けることとなった。また、漁業の存亡に限らず、
臨海部の景観や人々の営みの多くが埋立てによって失わ
れたことで、人々の意識から海の存在が消えつつある。
　ただ、そういった中でも船橋のように漁業を継承して
いる地域が存在し、局所的とはいえ臨海部特有の文化は
下総内湾に受け継がれている。
　戦後の埋立という国策レベルでの開発で、千葉・下総
の内湾から臨海部の原風景や文化が失われていったが、
その中でも漁業などの臨海文化を引き継いだ地域が存在
することは、地域主権の確立が求められる今後の都市政
策を思索する上で励みとなる。そして、埋立てを経ても
海との結びつきを継承した地域が、背景としてどのよう
な歴史を持ち、どのような施策を講じたのか知ることは
重要となる。
　そこで本論文では、臨海文化を色濃く残す地域とそう
でない地形を、地形条件や歴史的土地利用の違いから比
較し、近代の開発を乗り越えた地域の歴史的蓄積の主要
素について考察することを目的とする
２．下総の海の原風景
　まず、本論文では市川市・船橋市・習志野・千葉市の
5 つの市域を下総内湾部として定義し、その中からいく
つかの地域を選定して本論文の主要研究対象地とする。
　下総内湾都市群の東京湾を介した交易の歴史は長く、
船橋市史には、鎌倉の房総方面における玄関口であった
六浦を起点に、木更津・千葉・船橋を経て市川に及ぶ海
上ルートが中世鎌倉の時代に成立していたと書かれてい
る1）　。ちなみに、千葉県の旧国名は北から順に下総・上総・
安房となるが、北を上とする地図の観点から言えば下総
と上総が逆となる。この現象の背景には、上記の鎌倉を
基点とした中世期の海上ルートが関係するという説があ
る。
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１　千葉下総の中世における海上ルート
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2　また、近世江戸の時代には、江戸幕府から主要な御肴
献上地である菜浦として定められ、漁師町として頭角を
現した船橋や、製塩業で保護奨励を受けた行徳を筆頭に
海の生業が賑わいを見せた。
　一方の幕張から寒川（千葉市）にかけての下総南部の
沿岸地域は、近世までは半農半漁の寒村が点在するだけ
だったが、明治に入り、東京近郊の保養地として海水浴
場や潮干がりの名所ができあがった。
　かつてといってもほんの半世紀前まで、中世の時代か
ら東京湾の恵みを受けて文化を育んだ数々の臨海都市が
千葉・下総の内湾における象徴であったはずだ。
３．「国土総合開発法」後の千葉県埋立て
　戦前の千葉内湾における海辺の土地造成は、明治に行
われた市川・船橋の新田開発だけで、海岸線のほぼすべ
てが自然地形からなっていた。 それが、 昭和１５年
（１９４０）の「東京湾臨海工業地帯造成計画」をきっ
かけとして、その後「国土総合開発法（１９５０）」と
それに準ずるいくつかの計画書によって本格的に千葉臨
海部の工業地帯化が動き出す２）。
　ただ、昭和２０年代後半から３０年代前半にかけて千
葉県の財政は逼迫していたため、埋立地造成以前から企
業に対して分譲金を予納させる千葉方式なくして広大な
埋立ては推進されなかった。
　この千葉方式が採用されるようになってからは、埋立
事業が県の財政を支える柱とすらなっていく。そのこと
を端的に表したのが千葉県庁内部における埋立て機構の
変遷で、昭和３３年までは県知事部局の一部の課や部が
担当するだけだったが、翌年には開発部が設置され、昭
和３８年には開発局、４５年に開発庁、さらに４９年に
は企業庁へと時代を追うごとに昇格・拡大していった。
最盛期の開発庁職員数はおよそ１０００人で、年間予算
は、少ない時でも１２０億円、多い時で１２００億円を
上回ったとされる。
　この間の四半世紀で、千葉県内湾部には１２，８３８
ha（東京ドーム約２，６９４個分）に至る埋立地が造成
され、新たにできた土地に鉄鋼・精油等の重化学工業を
筆頭におよそ２，０００社が進出した３）。
４．埋立を前提とした宅地開発から新都心構想へ
　千葉県・千葉市、住宅都市整備公団、並びに住宅供給
公社は、昭和４２年に計画人口２４万人の海浜ニュータ
ウンを埋立によって造成する計画を打ち上げる４）。翌年
には早くも幕張の南隣に位置する稲毛地先で埋立てが開
始され、幕張でも昭和４８年に埋立がはじめられた。
　当時の地図から確認すると埋立地の造成に対して宅地
化の開発進度が遅いことが分かる。また、県内陸部に未
開発地が全く無かったとは考えにくく、この事業は強大
化した埋立機構が暴走し県政を動かすまでになっていた
ことを示唆する。
　事実、最初の計画からわずか６年目の昭和４８年に、
県は宅地造成を中心とした開発路線の変更を余儀なくさ
れた。しかし、そういった状況にもかかわらず、埋め立
て事業自体は継続され、昭和５５年まで必要性や利用計
画の曖昧な土地が造られ続けた。
　その間、埋立地の土地利用計画として、昭和５０年に
東京からの業務機能分散を謳った「幕張新都心（Ａ地区）
基本計画」が発表された。この計画では住宅に加え、研
究機関や商業エリア、海浜公園の整備が盛り込まれた。
また、翌年には「学園のまち構想」が、さらに昭和５２
年にはメッセとスタジアムの開発計画が次々と付け加え
られており、都市開発の主目的たる土地利用が完全に後
付となっていたと言える。
　この新都心計画は昭和５３年に事業化を迎え、現在の
幕張では、メッセとスタジアムに加えてオフィスビルや
ホテル、さらにはアウトレット等の商業施設が並ぶ街と
なっている。
　ただ、広大な遊休地が今でも残る新しい幕張の街は、
東京湾内湾で最後の海水浴・潮干狩りスポットと引きか
えにできたものである。
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２　着々と造成が進んだ工場群　（昭和 50 年）
３　現在の千葉市南部・市原・袖ヶ浦の沿岸部の工場群
　　の略図
Hosei University Repository
3５．埋立開発と環境保護で揺れた行徳――三番瀬
　　保存に繋がる埋立阻止――
　工業化を推進するために沿岸に位置する行徳地域を編
入した市川市は、さっそく昭和３４年に江戸川北側から
第一次埋立事業を開始した。この埋立てによってできた
二俣新町と高屋新町は、合計で１６０ｈａという敷地規
模に収まったものの製鉄工場と石油貯蔵所で占められ、
さながら重化学工業地帯と化した。その後、昭和３９年
からは江戸川の南へと埋立の舞台が移され、さらなる工
業地化が進められようとしていた。
　そんな中、次々に工業用地が埋立造成されることに対
して行徳の地元住民から反対の声が聞かれるようにな
る。
　もともと、行徳の前面に広がる浅瀬は近世江戸時代か
らの製塩地であり、鳥類にとっても絶好の餌場であった
ことから、明治２６年には宮内庁の御狩場として定めら
れていた。そのような豊かな海が埋立によって失われて
いく光景は、地元の住民にとって耐えがたいものであっ
たのであろう。
　この行徳における埋立反対の動きは、船橋や習志野で
の反対運動を巻き込む形で盛り上がりを見せ、昭和４７
年に「東京湾の埋立反対と干潟保存」と銘打って提出さ
れた請願書が国会で採択されるまでに至った。この採択
を受けて千葉県は新たに計画していた行徳地先の埋立事
業を凍結し、さらに船橋港、盤洲（木更津）、千葉港第
二期といった県各地の埋立計画についても見直しがなさ
れた６）。
６．船橋という存在
　
　千葉県の戦後の埋立開発は市原市・五井の地先に端を
発し、それ以降、「京葉臨海工業地帯」の造成に向けて、
千葉内湾部全域で進めらえることとなった。
　その後、1970 年代に入ると、全国的に環境への関心
が高まりを見せ、東京湾でも脱工業化の動きが起こった
が、この脱工業化の恩恵を受ける地域は都心部近郊に限
られていた。また、千葉県でも幕張地先では「新都心」
化を謳って開発が進められたが、その開発は計画性を欠
いた先の埋立によって生じた休閑地を解消するためのも
のであったといわざるをえない。
　そんな中、船橋では大規模な工業化や広大な休閑地の
伴う埋立開発がほとんど見られず、さらに、新たな埋立
によって漁港の拡大やボートパークの新設等が見られる
ことから、地域の歴史や文化に根差した開発戦略を有し
ていたことが窺える。
　戦後の千葉県内湾部の都市ではあまり見られない長期
的視座での地域戦略を、船橋のまちがどのようにして手
にしたのかについて、船橋の地形や街の成立過程を手懸
りとして分析し、その上で下総地域の中での船橋が持つ
特質や強みについて言及していく。
??????????
幕張北高
????
幕張西高
５　地図に記された幕張三高
早稲田大学の誘致が空振りに終わり、誘致候補地には
３つの県立高校（通称：幕張３高）が並んで創設され
た５）。
６　メッセの建設工事着工の様子。（昭和６３年）
メッセ以前は一帯が空き地であった。
7　市川市・船橋市地先の埋立見直し案
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4７. 中世の船橋と夏見潟　舟運で栄えた時代の追憶
　船橋は大きく分けて下総台地と低地からなるが、もと
もと縄文海進時において現在の低地部分は海であり、そ
の後の海退で低地部分が顔を出した。ただ、その後の中
世海進によって船橋には夏見潟という入り江ができたと
考えられている。このことは中世期に成立した寺社や城
跡が、干潟があったとされる低地部分を囲むように分布
していることからも伺える。
　またこの夏見潟が存在していた時代には、漁師のため
の船場と流通を担う船橋湊がそれぞれ潟の内部に存在し
たと考えられている７）。
　現在のまちの中に正確な位置を特定するてがかりが少
ないものの、漁に使う船の停留場は、古く中世から漁師
町として成立していた海神村と潟の水際部にあったとさ
れる。
　また、中世船橋の海運による他都市との交易を決定付
けるものとして、船橋大神宮のすぐ北に位置する西福寺
に置かれる宝篋印塔（ほうきょういんとう）と五輪塔が
ある。
　宝篋印塔（及び五輪塔）は関東では鎌倉地方の丘陵地
に多く見られることから、直接または間接的に鎌倉が交
易の相手であった可能性が高い。
８．近世の船橋　―宿場町・漁師町・海運業―
（１）宿場町としての船橋
　江戸城への入府以降、徳川家康は蔵入地を江戸近郊に
集中させた。そして船橋においても、市西部一帯の支配
権が家康から成瀬正成なる人物に付与されたことが分
かっており、このことから船橋も徳川の蔵入地（知行地）
であったと考えられる８）。
　また、家康によって、後の船橋の発展と深い関係のあ
る御成街道と佐倉街道（成田街道）も整備された。この
当時の佐倉街道については、造成年代や道筋等の資料が
乏 し い が、 一 方 の 御 成 街 道 は、 家 康 か ら 慶 長 19 年
（１６１４）に命を受けた佐倉城主・土井利勝が街道沿
いの村々に作業分担させて、突貫工事で完成させたとさ
れている９）　 。ちなみに家康は、その翌年と翌々年の 2 度
に渡り東金に遊猟に赴いているが、その道中の宿泊地と
して、船橋御殿を利用している。
　そして、新たに御成街道と佐倉街道が敷かれたこと
で、船橋は陸上交通の要衝となり宿場町としても発展す
ることとなる。
　旅人の宿泊する旅籠の数に目を向けると、寛政１２年
（１８００）には２２軒、それから３０年後の天保元年
（１８３０）には２９軒に増加しており、加えて幕府の
要人と大名が利用する本陣も一軒あった。さらに問屋お
よび商家が６０軒以上あったことから、江戸を目指した
旅人が船橋を江戸と勘違いしたという逸話もある10）。
（２）近世漁師町
　中世期には陸海にまたがる流通の要衝として栄えた船
橋も、家康の時代になると幕府に魚介を上納する御菜浦
として制定されたため、専ら漁師町としての性質を強め
ていった。このころになると、かつて存在したとされる
潟も陸地と化し、入り江が一本の海老川となって河口に
注ぐようになっていた。そして、船橋で最も早く漁師町
として成立した海神地区から、海老川のほとりである旧
九日市地区の本町通り以南に近世漁師町としての勢力が
移って行くこととなる。
　海神地区の主な寺社は 15 世紀後半から 16 世紀ころ
に創建されており、狭く不整形に繋がりあった街路がお
もだって複雑な住空間をつくり出しているが、一方の旧
九日市地区にできた漁師町は街路が南北に通され、室町
期や江戸期に創建された寺社がいくつも寄り添うように
存在している11)。
　現地でのヒアリングや明治 13 年のフランス式彩色地
図から、この漁師町は現在の本町 3 丁目にあたる地域
と合致したことから、東西約 4 ００メートル、南北約
２５０メートルという非常にコンパクトな長方形の町で
あったと分かる。その小さな町に 7 つもの寺院がある。
　それらの配置を見ると、室町時代に起源をもつ円蔵院
と覚王寺は比較的中心部に位置し、それ以外のものはま
ちの西側に集中していることから、時間の経過と共に海
老川を起点として街区が西方に拡大していったと考えら
れる。そして、漁師町の基本構造として、水際線及び船
繋りや湊から住宅空間が広がり、その後背の起伏がある
地点に寺社を置くことが多いが、この漁師町でも起伏こ
そないが同様の空間原理を持っていると言える。
　また、ヒアリング調査を通して行法寺に共同井戸が
中世漁師町
近世漁師町
現漁師町
夏見城址
船橋城址
長福寺
神明社
西福寺
船橋ヘルスセンター跡地
夏見潟（中世海進時）
御殿地
凡例
水運業
  意富大神宮
（船橋大神宮）
近世の街道
明治 13 年の海岸線
昭和２年の海岸線
8　船橋市中心部における本論文の調査対象
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5あったことが確認できた。さらに不動院という寺には、
文政 7 年に起こった漁場を巡る猫実村（浦安）との争
いが元となって、獄中で死を迎えることとなった漁師を
供養するための記念碑が設けられている。これらのこと
から、狭い範囲に密集するこれらの寺院は近世に盛況を
迎えた漁業が生み出した産物であり、また繁栄の象徴で
あったと言える。
（３）海運業者の並んだ海老川東岸
　街道が交わる宿場町として発展するには、漁業の充実
だけでは不十分で、物資の流通や他の産業が整備される
必要があった。
　流通に関して言えば、馬や人夫が重い荷物を担いで陸
上を行き交い、次の宿場で新たな馬や人夫に委ねるとい
う方法だけでは限度があったため、海運業者が新たに登
場することとなる。この海運業者が軒を連ねたのが海老
川下流の東岸で、対岸は漁師町であったことから、同じ
川を介して、明瞭な産業的住み分けがなされていたと言
える。これらの海運業者は主に穀物や薪炭の輸送を手掛
けており、元禄１６年（１７０２）４軒、江戸後期には
１０軒、さらに鉄道輸送に置き換えられる直前の最盛期
は４０軒もの海運業者があったようだ12)。
　現在、この界隈において海運業社の面影はほとんどな
いが、本町通りから海老川沿いの小さな通りを南へ下っ
てすぐのところに海老川へ搬入口を大きく向けた倉庫建
築がある。倉庫内で作業をしていたご主人にヒアリング
したところ、かつてトラックによる運送業を営んでお
り、海運を手掛けていたかどうかは分からないというこ
とだった。トラックによる運搬を前提に考えるなら、こ
の場所ではなくすぐ近くの本町通り沿いに面する方が利
にかなっているため、かつての海運業者がモータリゼー
ションの波を受けて陸上運送に転じたものと考えられ
る。　　
９．下総内湾部では特異な船橋の埋立て
（１）戦後の埋立てに先んじた市街地拡大
　千葉県の埋め立ては１９５０年の「国土総合開発法」
による工業地帯の造成を主目的としていた。そして、そ
の策定を受けて、昭和 30 年代に船橋と市原市の埋め立
てが先陣を切る形で行われた。市原市では、埋め立て造
成された土地の全てが化学系工場用地となったのに対し
て、船橋では一部が工場用地となっただけで、埋立地の
ほとんどが市街地と流通系施設という形におさまった。
　なぜそのような宅地化が船橋の埋立地で見られたかで
あるが、その要因として、船橋が京葉臨工業地帯の造成
以前から、海岸線の先に広がる砂州や塩田を市街化して
いたことが挙げられる。
　昭和３２年の住宅地図を見ると、かつて新田であった
海岸沿いの空き地を、南北の直線道路によって区画し、
街区においては宅地画が進められていることが分かる。
さらに、魚市場や貝殻を原料とする飼料工場・佃煮工場
といった船橋の漁業に関連する施設が点在しており、単
なる宅地化ではなく海との繋がりを前提とした開発で
あったことが明確である。
　その後、船橋も工業地帯の一角に組み込まれることと
なるが、まちの生業とその歴史的系譜を受け継いで新地
を造成する流れが既に確立されていたため、新たな埋立
によって海や漁業おざなりにすることがなかった。
（２）船橋ヘルスセンター
　かつて遠浅の海であった場所が船橋市によって埋め立
てられ、その場所で昭和 30 年 11 月日に「船橋ヘルス
センター」が開園した13)。
　　開園当初の船橋ヘルスセンターの売りは、巨大ドー
ム屋根のローマ風呂といった温泉施設だけであり、アト
ラクションはすべり台と遊動円木のわずかに二つしかな
かった。ただ１０年ほどかけて揃えられた後の最盛期で
はジェットコースターやメリーゴーランドに止まらず、
東京湾を一望できる遊覧飛行等、１０万人が一度に泳げ
る海水プール、二隻の遊覧船に加え、潮干狩、モーター
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6ボート、水上スキーといった海辺ならではのアミューズ
メントが勢ぞろいとなっていた。
　また、年間来園者が４００～５００万人を記録し続け
た１９６０年代には、ヘルスセンターに向かうバスに
よって過度な渋滞が多発した。そのため海老川を挟んだ
対岸から連絡船でヘルスセンターのボート乗り場に乗り
付けるという水上アクセスも併用された14)。
　埋立以前とは形式こそ異なるものの、このヘルスセン
ターは船橋の臨海文化を体現した開発であったと言える
のではないだろうか。
10．船橋中心部・臨海部の現在
（１）都市基盤から見る船橋中心部・臨海部の概況
　鉄道敷設後の船橋は、旧国鉄駅を中心として発展して
おり、ＪＲ総武線及び京成電鉄の船橋駅があるエリアに
百貨店等の商業施設が集積し、その周りを住宅地が放射
状に囲む構造となっている。
　もともと船橋では、東西軸の本町通りと、南北軸であ
る駅前通り及び海老川が人や船の流れを生み、それに
よって面的な拡がりが機能していた。しかし現在では、
駅前通りの先の海水浴場が工場や倉庫群に変わり、海老
川の舟運も衰退したため、南北方向の人の流れが貧弱な
ものとなっている。
　そして、船橋駅のある中心エリアから考えて、海が距
離的にも心理的にも遠のいてしまったと考えられる。
（２）近世を起源とする漁師町の現在
　近世にその起源をもつ漁師町は、埋立によって海岸線
が遠のき、湊の位置が市南部へ変遷したことで、今では
ひっそりとした寺町へと変貌している。
　また、かつては海老川沿いに漁船が溢れるように並ん
だが、今ではボートが数席停泊するのみとなっている。
　とはいうものの、大掛かりな開発を免れたことで、東
西南北方向に走る幅員６ｍ程の街路の周りを住宅が囲
み、その中に 7 つの寺院が点在するという空間構成は
昔から変わらず引き継がれている。
　近世から昭和中期にかけて船橋の漁業・商業を支えた
この街は、すっかり落ち着いた今も船橋の発展形成を後
世に伝える語り部としてその役割を担っているのかもし
れない。
（３）現在の漁港
　近代の鉄道や道路が船橋の街を東西方向に刻み、その
東西幹線の南と北で地域的分断が引き起こされている。
　そんな中、新たに町の繋がりを生みだす空間として考
えられるのが船橋駅と南船橋駅との中間に位置する海老
川河口の現漁港である。
　　東京湾の最奥部でかろうじて残った漁業組合の漁港
と聞くと、地場産業を形式的に残すためだけの空間が思
い浮かぶが、この船橋の漁港はむしろ逆である。
　近代の埋立に際して造成された大型漁船停泊エリアは
高潮堤防に囲まれ、その堤防の中に水揚げされた魚介を
冷凍梱包する作業棟や、一般船舶用のボートパークが設
けられている。いわば近代の開発によって伝統産業を発
揚しようとすら感じさせる空間となっているのだ。
　また、この新旧の漁港を区画する高潮堤防と水門の脇
には歩行者・自転車専用の抜け道が設けられており、人々
が船橋の文化的景観である漁業を肌で感じられるように
なっている。
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7　この漁港エリアは船橋という都市の現在の息吹を発信
する舞台であり、市の中心部と臨海部との繋がりを再び
強める都市的要素として今後成立しうる。
（３）臨海埋立地――流通倉庫群と三番瀬海浜公園
　今日の船橋の臨海部は、かつては船橋ヘルスセンター
であり、今はららぽーととなっている浜町の他は、その
ほとんどが工業用地と流通拠点となっている。とはい
え、鉄鋼や石油関連の重工業によって海辺が占有される
ことを船橋市政が危惧したことから、工場の多くは食品
関連のものが多い。また工業地と流通関連の比率で後者
の敷地が多いことから見ても、埋立造成による海洋環境
への影響をできる限り軽減させようという意図が感じら
れる。
　また、１９８９年に計画された千葉県による三番瀬の
埋立に反対し、事実上計画の白紙化を経たため、行徳地
先と同様に千葉県内湾では埋造成面積が小さいと言え
る。
　そして、開発用途の工夫と埋立事業の抑制によって守
られた三番瀬の環境を、人々に提供するため、三番瀬海
浜公園が設けられている。
　この公園では、毎年４月半ばから６月下旬まで潮干狩
り場として解放され、その期間は多くの人で賑わい、潮
干狩りの期間外は底生生物を求めて渡り鳥が飛来し、穏
やかな光景を演出する。
　
11．結論
　千葉県内湾部の戦後の埋立は、漁業や製塩業等の産業
から海水浴や潮干狩りといったレジャーに至るまで、こ
の地域の海を介した文化や景観を激減させてしまった
が、その中で船橋は例外的に漁業や三番瀬といった沿岸
部特有の要素が現在も存在感を示す。そして近代の埋立
を越えてそれらがしっかりと継承されるまでには、様々
な地域的要件が必要であったと考えられる。
　その要件とは、夏見潟に設けられた内陸港を舞台とし
た中世の交易にはじまり、近世の江戸幕府保護下での漁
業振興、漁師町のすぐ近くを通る街道沿いの宿場町、海
老川沿いの海運業者、さらにヘルスセンターから東京湾
へ乗り出した遊行客といった都市的生命のことである。
　都市を骨太に発展させるには、多様な産業や文化が育
まれる必要があるが、船橋の歴史から、その発展過程が
地域区分と連動して明確に確認できた。
　そして海老川や東京湾との結びついて都市基盤を整え
てきた船橋は、千葉県内湾部では珍しく大正期に早くも
地先開発を行っている。この時の埋立は小規模新田の開
墾であり、地域的需要を埋立開発の動機としていること
から、東京や横浜の埋立史と同じような始まりであった
と言えるのではないだろうか。
　事実、戦後の埋立も既存市街地の拡大に端を発してお
り、その後の開発も海産業や沿岸レジャーに悪影響を及
ぼす工業化を極力避けていた。
　ただ、今日に臨海文化を受け継いだ船橋であるが、現
在では東京のベッドタウン並びに東京と房総間の中継地
という特質が強まったことで、漁業や沿岸での遊休と
いった地域の特色が薄れてきている。
　地域主権という考え方が広く一般的になると思われる
これからの日本社会にあって、船橋本来の町の姿を今一
度思い出すことが重要となると考えられる。
　そして、そのことが。下総地域全体の臨海文化再興に
とっても重要となるはずだ。
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